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合の性質は直交していることをもとに,これ らを ドメインに持つジ ドメイン化合物を設計した｡二つの
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diner, amido-diner, ethynyl-diner, random-coilの4つのS-状態を確認し,アミドドメインとェチニル
ドメインは独立して会合形成した (Figure3)0 4)
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LIM), 5oCと80oC で繰 り返し加熱冷却すると, all-dimerとamido-dimerの間で熱可逆的に構造変化し





























イン化合物5とエチニル 5量体 1を総濃度 2mM,1:1で混合した トルエン/永二層系を調製した｡こ
の状態ではゲル化しない｡ここにDMSOを静かに滴下して,30分静置するとトルエン層がゲル化した












審 査 結 果 の 要 旨
タンパク質は異なる性質を持つ複数の ドメインを組み合わせた高次構造を有しており,これをもとに
して分子認識や触媒活性などの機能を発現する｡従って,機能とドメイン分子構造の関係を知ることは
重要である｡ここで,精密に構造制御して化学合成したマルチ ドメイン構造有機分子の研究を行うこと
によって,タンパク質の機能を理解することができるとともに,新しい機能性物質を開発できると考え
られる｡本研究はマルチ ドメイン構造の二重ラセン形成分子を合成し,その構造状態を調べたものである｡
この研究によって各 ドメインが独立して解離会合を起こすことを明らかにし, ドメインの性質を組み合
わせた新しい機能性物質を開発した｡このような二重ラセン形成を起こすマルチ ドメイン合成化合物の
研究はこれまでにない｡
当研究室で光学活性-リセンとm-フェニレンをアセチレンで連結したアセチレンオリゴマーが熱可
逆的に二重ラセンを形成することを見出した｡これをもとに本研究では,同じ二原子結合であるアミド
で連結したアミドオリゴマーを合成した｡アミドとアセチレンは構造的に大きく異なるが,これらのオ
リゴマーがいずれもラセン二量体を形成することを見出した｡ただし,会合の性質は大きく異なり,ア
ミドオリゴマーは温度変化によって会合状態が全く変化しないのに対し,アセチレンオリゴマーは鋭敏
に応答する｡また,会合の安定性における溶媒効果も異なる｡この知見は,｢二原子連結部を持つ-リセ
ンオリゴマーが性質の異なるラセン二量体を形成する｣という新しい概念を示したものであり,その後
の研究によってこれが確認されつつある｡
つぎに,アミドオリゴマーとオリゴマーを連結したジドメイン化合物の合成と会合形成の研究を行っ
た｡また,両末端にアミドドメイン,中央にエチニル ドメインを有するトリドメイン化合物も取り上げ
て会合を検討した｡-リセンの不斉を利用して, トリドメイン化合物立体異性体を合成して,ホモ会合
と-テロ会合も調べている｡いずれのマルチ ドメイン化合物においても,アミドおよびエチニル ドメイ
ンが独立してラセン二量体の解離会合を起こす｡従って,この現象が広い一般性を持つことになる｡
上で述べたマルチ ドメイン化合物の ドメイン独立の会合形成をもとにして,ゲル化機能の研究に展開
した｡ジドメインオリゴマーとアセチレンオリゴマーを混合して,トルエン/水二層系でDMSOの添加･
拡散 ･除去を行うとゲル化することを見出した｡これは二つの ドメインが独立して機能発現したことを
示しており,物質の拡散によるスイッチ機能を持つゲルを開発したものである｡
本研究は,マルチ ドメイン構造を有する合成二重ラセン分子をとりあげ, ドメインごとに独立した会
合形成が可能であることを明らかにしたものである｡加えて,性質の異なるドメインの性質を利用する
ことによって,新たな機能性分子を創出することにも成功した｡その内容は博士 (薬学)の学位論文と
して価値があるものと判断されるので,合格と認める｡
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